


　2つの工業団地のある地域特性に注目して自

治体の果たすべき地球温暖化対策を。

①工場の屋上緑化で助成金を

②工場や商業施設の空きスペースにソーラーパ

　ネル設置

③各工業団地でのゼロミッションを促進、援助

●昭和町の地球温暖化対策

　町内16以上の公園を現地調査した結果、それ

ぞれの施設のベンチやトイレの整備、遊具の安

全性などの課題を見つけ、住民の憩いの場とし

て利用していくべき。

●昭和町の公園の利用について

学生の提案

学生の事前調査
昭和町の実態を調べ、提案に繋
げるために役場の担当課や昭和
町内の現場に行き、疑問をぶつ
けたり調査を行いました。

議員の意見
学生の視点で提案された3つの政策について､それぞれの立

場から活発な意見交換を行いました。私たちも災害対策基

本条例を調査研究し､今後生かしていきたいと思います。

議員の意見
学生の視点から見た当委員会にかかわる提案は、大変

参考になりました。町政に反映できるものについては、

さらに検討・研究を重ねていきたいと思います。

　地域分権一括法により、地域のことを地域独自で決

定する仕組み・結果に責任を持つ仕組みになった現在、

自治体職員の果たす役割は大きく、職員の人材育成は

重要である。OJTや視察研修の充実、人事管理が必要だ。

●分権時代における市町村の人材育成策

　昭和町図書館に行政職員も使いたくなるような専門

的資料もあるコーナーの設置とレファレンスサービス（資

料等検索の手伝い）の提供。

●昭和町図書館を充実

　地域防災計画が見直される今、条例を制定することで、

行政や住民の基本理念を定め基本方針を規定し、行政

の施策をわかりやすく伝える。議員や各団体が災害時

に迅速に対応できるよう指針や計画を明記し、有事対

応型にする。町民に対して安全安心を発信。

●昭和町災害対策基本条例

学生の提案



　
平
成

　
平
成
2323
年
1212
月
1515
日
、
日
、

山
梨
学
院
大
学
と
の
連
携

山
梨
学
院
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
一
環
と
し
て
法
学

に
よ
る
一
環
と
し
て
法
学

部
政
治
行
政
学
科
の
学
生

部
政
治
行
政
学
科
の
学
生

と
議
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

と
議
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
全
体
式
を
行
っ
た

　
ま
ず
全
体
式
を
行
っ
た

あ
と
、
案
件
ご
と
に
総
務
・

あ
と
、
案
件
ご
と
に
総
務
・

産
業
土
木
・
教
育
厚
生
の

産
業
土
木
・
教
育
厚
生
の

3
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、

常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、

ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発

ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
12
月
15
日
、

山
梨
学
院
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
一
環
と
し
て
法
学

部
政
治
行
政
学
科
の
学
生

と
議
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
全
体
式
を
行
っ
た

あ
と
、
案
件
ご
と
に
総
務
・

産
業
土
木
・
教
育
厚
生
の

3
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
、

ゼ
ミ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講師の意見を一方的
に聞いたり、教材を
読むだけでなく、参
加者が専門家の助言
を得ながら積極的に
関わり、問題解決の
ために行う研究集会

　東日本大震災のあと、さまざまな場所で復興支

援が行われている。実際にイベントを行っている

地域もあり、被災地の特産物の販売や被災地の方

に地元の料理を振る舞ったり募金コーナーの設置

など、人の集まる地域としての昭和町を活かし、

地域全体でお祭りを開催してはどうか。

●文化交流イベントを通じての相互理解・復興支援

　昭和町は県内でも若い町であるが都市化が進み

地域コミュニティの希薄化が進む中で、長期的な

福祉政策を考えていかなければならない。共助と

いう点から、ボランティアやNPOによる助け合い

を公的サービスに融合させ、地域住民の力を借り

た新たな支え合いを。

　地域福祉コーディネーターの育成も必要だ。

●高齢者福祉政策を施設型福祉から地域福祉へ

学生の提案

議員の意見
学生たちから、福祉の充実には地域の力が重

要との意見をいただきました。昭和町らしい

コミュニティ作りの参考にしていきます。



　
平
成
23
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
、
町
長
か
ら
平
成
23
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
補
正
予
算
5
件
の
ほ
か
、
条
例
改
正
3
件
、
専
決
処
分
の
承
認
1

件
の
合
計
9
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
継
続
審

査
中
の
請
願
1
件
を
、
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
7
日
の
一
般
質
問
に
は
6
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
質

問
を
展
開
し
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

保険給付の増額に伴い国県負担金、支払基金交付金等の増額、さらに財
政安定化基金貸付金を財源とし、保険給付費などに充てるものです。

介護保険会計 ……………2,389万円増（総額6億8,501万円）

国民健康保険会計 …………156万円増（総額17億500万円）

　一般会計は固定資産税・国・県支出金・基金から繰入れなどを
財源として増額。
　補正の主な事業としては、外国人登録法廃止に伴う住民基本台
帳法一部改正等に係わるシステム改修、障害福祉制度改正システ
ム導入を計上し、子育て支援医療費などを増額しました。
　なお、指定寄付金があり、地域福祉基金に積み立てました。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

一般会計……………………9,538万円（総額70億2,709万円）

介護サービス会計 ……………136万円減（総額1,289万円）

下水道事業会計…………4,052万円減（総額10億6,994万円）

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

・
町
職
員
給
与
条
例
等
の
改
正

　
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
き
職
員
給
与
を
減
額
。

※
全
員
賛
成
で
承
認

・
町
税
条
例

　
町
民
税
の
第
一
期
を
6
月
に

納
期
改
正
。

　
寄
付
金
税
制
の
拡
充
お
よ
び

不
申
告
に
対
す
る
過
料
の
額
を
、

3
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額
す

る
な
ど
の
改
正
。

※
賛
成
14
、
反
対
1
（
深
澤
平

助
議
員
）

・
公
共
物
管
理
条
例

　
町
有
地
の
道
路
占
用
料
単
価

改
定
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
道
路
占
有
料
徴
収
条

　
例

　
町
道
に
あ
る
電
柱
や
変
圧
器
、

看
板
な
ど
の
占
用
料
を
徴
収
す

る
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
9
月
定
例
議
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
「
浜
岡
原
発
の

永
久
停
止
を
求
め
る
請
願
」
は

慎
重
審
査
の
結
果
、「
趣
旨
採
択
」

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

※
全
員
賛
成
で
趣
旨
採
択

浜
岡
原
発
の
永
久
停
止

を
求
め
る
請
願
は

『
趣
旨
採
択
※
』に

　
請
願
や
陳
情
に
つ
い
て
、妥
当
で

あ
る
が
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持

て
な
い
場
合
や
、要
望
を
そ
の
ま
ま

認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、趣

旨
が
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
し
か
し
、
議
会
で
決
定
し
た
こ

と
の
重
み
は
大
き
く
、趣
旨
が
く

み
取
ら
れ
一
部
施
策
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

趣
旨
採
択



長
谷
川
議
員
　
策
定
見
直
し
は
い

つ
こ
ろ
の
予
定
か
。

三
井
議
員
　
見
直
し
計
画
の
中
で
、

町
で
は
ど
の
部
分
を
具
体
化
す
る

の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
県
で
見
直
し
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
は

液
状
化
の
部
分
を
具
体
化
し
た
い
。

県
で
は
原
発
関
係
や
災
害
時
の
援

護
者
、
援
護
施
設
、
防
災
協
定
の

締
結
、
帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
も

見
直
さ
れ
る
の
で
、
整
合
性
を
図

り
年
度
内
を
目
標
に
見
直
し
た
い
。

﹇
総
務
常
任
委
員
会
﹈

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
！

深
澤
克
男
議
員
　
昭
和
町
は
一
次

避
難
地
が
少
な
い
。
町
で
指
定
す

る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
一
次
避
難
地
の

見
直
し
は
、
空
い
て
い
る
農
地
等

も
あ
る
の
で
、
個
所
数
を
増
や
す

こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

避
難
場
所
が
少
な
い
！

塚
原
議
員
　
パ
ト
ロ
ー
ル
は
全
町

を
ま
わ
っ
て
い
る
の
か
、
24
時
間

体
制
で
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
し
た

ら
ど
う
か
。

環
境
経
済
課
長
　
一
部
地
域
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。
監
視
カ

メ
ラ
は
今
後
検
討
し
た
い
。

﹇
産
業
土
木
常
任
委
員
会
﹈

粗
大
ご
み
の

パ
ト
ロ
ー
ル
は
？

パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
撮
影
し
た
粗
大
ご
み

﹇
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
﹈

各
施
設
を

指
定
管
理
に
し
て
は
？

福
島
議
員
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
資

材
設
備
の
修
繕
料
や
、
点
検
料
な

ど
が
年
々
増
え
て
い
る
が
、
委
託

方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は
。
町
関

係
の
施
設
の
見
直
し
も
含
め
検
討

し
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
課
長
　
建
設
時
よ
り
4

年
が
経
過
し
、
安
全
性
を
考
え
予

算
計
上
し
て
い
る
。
調
理
部
門
の

み
の
指
定
管
理
は
で
き
る
が
、
施

設
管
理
は
利
潤
が
出
な
い
た
め
、

町
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

田
中
議
員
　
温
水
プ
ー
ル
は
ど
う

か
。

教
育
長
　
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
の
で
可
能
だ
。

深
澤
平
助
議

員
　
見
直
し

の
時
期
で
も

あ
る
が
、
指

定
管
理
を
し

て
も
利
潤
が

上
が
る
と
も

考
え
ら
れ
な

い
の
で
、
現

状
通
り
で
よ

い
の
で
は
。

建
設
か
ら
4
年
目
の

給
食
セ
ン
タ
ー

河
住
議
員
　
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
、
防
災
教
育
に
努
め
る
と

あ
る
が
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

学
校
が
開
校
時
と
閉
校
時
で
は
、

災
害
時
の
対
応
が
違
う
の
で
は
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
は
避
難
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
東
日

本
大
震
災
後
、
見
直
し
中
な
の
で
、

関
係
課
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
開
校
時
・
閉
校
時
に
つ

い
て
は
、
震
災
後
に
町
内
小
中
学

校
の
4
校
会
で
、
統
一
の
基
準
を

考
え
て
い
る
が
、
他
に
も
課
題
が

あ
る
の
で
至
急
詰
め
て
い
き
た
い
。

学
校
の
防
災
対
策
は
？



昨年の県防災訓練でも福祉避難所を設置

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

福祉避難所の整備は

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

町
長

利
用
可
能
な
施
設
の

把
握
に
努
め
る

河
住

町
長

企
画
財
政
課
長

河
住

再
質
問

地
域
防
災
計
画
を

見
直
し
検
討
す
る

地
域
と
家
庭
の
防
災

数
値
目
標
設
定
を

厚
生
労
働
省
か
ら
「
福

祉
避
難
所
設
置
・
運
営

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
出

さ
れ
た
。
福
祉
避
難
所
に
入
所
が

必
要
な
対
象
者
の
把
握
、
利
用
可

能
な
施
設
の
把
握
を
求
め
て
い
る
が
、

取
り
組
み
は
。

指
定
避
難
所
は
5
カ
所

あ
る
。
65
歳
以
上
の
高

齢
者
、
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
不
自

由
等
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
外
国

人
等
を
対
象
者
と
し
て
把
握
し
て

い
る
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
利
用

可
能
な
施
設
の
把
握
に
努
め
、
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

指
定
避
難
所
と
福
祉
避

難
所
は
違
う
が
、
設
置

内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

協
定
を
結
ん
で
い
る
施
設
の
内
容

等
を
聞
く
。

地
域
防
災

計
画
を
見

直
す
中
で
、
障
が
い
者
施
設
や
Ｇ

Ｉ
Ｓ

（※）
の
導
入
な
ど
、
詳
細
に
確

認
し
て
検
討
し
た
い
。

町
・
自
主
防
災
組
織
・

地
域
ご
と
に
「
具
体
的

防
災
数
値
目
標
」
を
決
め
る
。
例

え
ば
「
我
が
町
は
死
者
ゼ
ロ
を
目

指
す
」「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
す
」

な
ど
家
庭
を
含
め
た
具
体
的
な
取

り
組
み
と
対
策
が
必
要
だ
。
町
の

所
見
を
伺
う
。

具
体
的
な
数
値
目
標
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

自
主
防
災
組
織
、
企
業
ご
と
の
目

標
設
定
は
必
要
で
、
各
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

河
住

GISとは？
文
字
や
画
像
な
ど
を
地
図
と
結

び
付
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上

に
再
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
統
合
し
た
り
、
分
か
り
や
す

く
地
図
表
現
す
る
仕
組
み
。



職員研修で資質向上を図る

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

町
長

職
員
配
置
の
あ
り
方
は

石
原

石
原

定
数
条
例
見
直
し
も

含
め
検
討

強
力
な
徴
収
業
務

体
制
を
組
む

石
原

総
務
課
長

再
質
問

町
長

税
の
滞
納
対
策
に

具
体
的
な
職
員
配
置
を

特
別
職
を
除
く
正
規
職

員
1
0
0
人
と
、
臨
時
・

嘱
託
職
員
94
人
体
制
を
、
人
件
費

削
減
と
い
う
財
政
的
な
見
地
か
ら

で
な
く
住
民
の
権
利
や
財
産
を
守
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

体
制
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

定
員
管
理
目
標
を
目
指
し
、

定
数
削
減
を
実
現
し
た

結
果
、
臨
時
職
員
の
増
加
に
つ
な

が
っ
た
。
現
状
で
は
正
規
職
員
数

で
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
は

難
し
い
が
、
職
員
の
能
力
把
握
や
、

業
績
に
基
づ
く
適
材
適
所
の
人
事

管
理
を
行
い
、
定
数
適
正
化
を
模

索
し
、
定
数
条
例
の
見
直
し
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。

住
民
の
負
託
に
応
え
、

責
任
あ
る
対
応
が
図
れ

る
正
規
職
員
を
増
員
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

事
務
事
業
・
分

掌
を
洗
い
出
し
、

定
数
適
正
化
に
向
け
改
善
し
て
い

き
た
い
。

町
の
事
業
全
体
を
対
象
に
、

正
規
職
員
が
行
う
仕
事

を
早
急
に
洗
い
出
し
、
人
員
配
置

の
再
検
討
や
、
徴
税
業
務
に
正
規

職
員
を
振
り
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

税
滞
納
整
理
推
進
機
構

と
の
連
携
で
、
成
果
は

上
が
っ
て
い
る
。
国
保
係
に
は
徴

収
業
務
の
経
験
豊
富
な
職
員
を
配

置
し
た
。
今
後
は
、
能
力
・
経
験

豊
富
な
職
員
を
活
用
で
き
る
条
件

整
備
に
取
り
組
み
、
強
力
な
徴
収

業
務
体
制
を
図
り
な
が
ら
、
収
納

課
の
設
置
を
し
て
い
き
た
い
。



整備が待たれる常永駅周辺

町
長

塚
原

再
質
問

塚
原

総
務
課
長

常
永
駅
周
辺
の

総
合
的
整
備
計
画
は

塚原　將司 議員
つ か ま さ しは ら

整
備
計
画
は
長
期
的

に
計
画
・
検
討

過
去
2
度
に
わ
た
り
、

計
画
的
な
常
永
駅
周
辺

土
地
の
買
い
上
げ
、
中
央
市
と
の

調
整
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
な
ど

質
問
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
進
展

が
見
ら
れ
な
い
状
況
だ
。
「
昭
和

町
第
5
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本

計
画
）
」
に
も
、
常
永
土
地
区
画

整
理
事
業
に
合
わ
せ
、
常
永
駅
の

整
備
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
新

し
く
策
定
さ
れ
た
後
期
基
本
計
画

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

財
政
の
厳
し
い
中
、
買

収
予
算
の
確
保
が
難
し

く
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ

東
海
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、

常
永
駅
周
辺
の
整
備
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
常
永
・
国
母

両
駅
周
辺
の
総
合
的
な
整
備
計
画
は
、

長
期
的
な
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
常
永
土
地
区

画
整
理
事
業
も
、
大
型
店
舗
等
の

進
出
で
常
永
駅
の
利
用
者
も
増
え
、

自
転
車
も
道
路
ま
で
占
拠
し
交
通

の
支
障
と
も
な
っ
て
お
り
、
常
永

駅
前
の
住
宅
跡
地
を
早
め
に
取
得
し
、

駅
前
の
駐
輪
場
な
ど
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

道
路
に
面
し
た
Ｊ
Ｒ
東

海
用
地
の
一
部
を
取
得
し
、

道
路
整
備
を
す
る
考
え
は
。

Ｊ
Ｒ
東
海
と
改

め
て
協
議
し
、

駅
前
の
道
路
整
備
も
計
画
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

町
長

介護保険改正後の
要支援者サービス継続を

深
澤

国
へ
も

要
望
し
て
い
る

深
澤現

状
分
析
し

実
施
か
否
か
決
め
た
い

町
長

保
険
料
引
き
上
げ
に

公
費
増
額
を

介
護
保
険
の
要
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
が
抑
制
さ
れ

る
の
で
、
第
5
期
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
、
総
合
事
業
は
盛
り
込
ま

な
い
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
は
、
市

町
村
の
判
断
と
な
っ
て
い
る
。
国

か
ら
具
体
的
な
指
針
が
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
・

事
業
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
現
状

を
分
析
し
、
総
合
事
業
の
実
施
適

否
を
決
定
し
た
い
。

被
保
険
者
の
負
担
能
力

が
限
界
に
き
て
い
る
。

負
担
増
を
避
け
、
公
費
負
担
等
を

増
や
す
べ
き
だ
。

国
民
健
康
保
険
の
公
費

拡
大
を
、
町
村
会
を
通

じ
国
へ
要
望
し
た
。
町
と
し
て
は
、

被
保
険
者
か
ら
の
税
負
担
は
必
要

な
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

電
力
を
ど
こ
か
ら
供
給

す
る
の
か
、
糸
魚
川
・

静
岡
線
の
活
断
層
の
心
配
な
ど
数

多
く
の
疑
問
も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海

に
情
報
を
公
開
さ
せ
る
べ
き
だ
。

最
終
的
な
中
間
駅
の
位

置
や
、
具
体
的
な
建
設

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
示
さ
れ

る
が
、
環
境
影
響
な
ど
の
状
況
を

含
め
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
全
県

的
な
問
題
と
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

介護予防運動するお年寄り

町
長

深
澤情

報
公
開
は
全
県
的

に
も
働
き
か
け
る

リ
ニ
ア
建
設
問
題
点

の
情
報
公
開
を



河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

河
田

河
田

関
連
質
問

町
長

河
住

女性の視点による
防災対策を

女
性
の
援
護
の
必
要
性

強
く
感
じ
る

粗
大
ご
み
の
収
集

方
法
の
見
直
し
は

県の防災訓練で活動をする女性団体

町
長 思

い
切
っ
た
改
革
が

必
要

①
地
域
防
災
計
画
を
見

直
す
際
、
積
極
的
な
女

性
の
登
用
を
す
べ
き
で
は
。

②
防
災
に
対
し
て
女
性
独
自
の
組

織
体
制
づ
く
り
を
。

③
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
」
を
取

り
入
れ
た
、
地
域
防
災
訓
練
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

①
10
月
実
施
の
山
梨
県

地
震
防
災
訓
練
で
は
、

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
や
、
日
赤

奉
仕
団
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
女

性
か
ら
の
援
護
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
。
女
性
団
体
を
含
め
た
関

係
団
体
と
議
論
し
、
地
域
防
災
計

画
に
反
映
さ
せ
、
防
災
会
議
委
員

に
も
女
性
を
選
考
し
て
い
き
た
い
。

②
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
な
ど
の
意

見
を
聞
き
、
検
討
し
て
い
く
。

③
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
も
取
り
入

れ
た
訓
練
を
検
討
し
た
い
。

女
性
消
防
隊
や
女
性
団

体
を
、
要
援
護
者
、
1

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
等
の
減
災

を
含
め
、
女
性
の
立
場
で
見
て
あ

げ
る
方
法
が
と
れ
な
い
か
。

有
事
の
出
動
な
ど
危
険

の
伴
う
面
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

各
区
の
粗
大
ご
み
収
集

所
で
収
集
時
間
や
粗
大

ご
み
以
外
の
持
ち
込
み
が
多
く
、

相
変
わ
ら
ず
マ
ナ
ー
違
反
が
多
い
。

現
在
の
収
集
方
法
を
見
直
す
時
期

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
維
持
の

た
め
、
ト
ー
タ
ル
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
粗
大
ご

み
に
関
す
る
問
題
を
、
町
と
住
民

の
双
方
で
協
力
し
解
決
す
る
こ
と

が
大
事
で
、
思
い
切
っ
た
改
革
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
。
見
直

し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

昭和玉穂中央通り線予定個所

中
澤

町
長

町
長

昭和玉穂中央通り線の
計画実現を

田
中

田
中

建
設
課
長

再
質
問

関
連
質
問

リ
ニ
ア
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
必
要
不
可
欠

押
原
地
区
は
農
業
振
興

地
域
が
区
域
の
大
半
で
、

主
要
な
都
市
計
画
道
路
「
中
小
河

原
築
地
新
居
線
」
計
画
は
あ
る
が
、

進
ん
で
い
な
い
。

　
ア
ル
プ
ス
通
り
や
、
新
山
梨
環

状
線
に
も
直
結
し
、
山
梨
県
の
表

玄
関
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
る
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
駅
舎
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
も
、
有
効
な
路
線

と
な
る
。
都
市
計
画
道
路
昭
和
玉

穂
中
央
通
り
線
の
実
現
に
向
け
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

西
条
・
昭
和
イ
ン
タ
ー

線
の
完
成
後
に
、
事
業

着
手
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
大
型

建
設
事
業
を
優
先
し
、
集
中
的
に

施
工
し
た
た
め
、
事
業
着
手
が
遅

れ
て
い
る
。
現
在
、
西
条
、
昭
和

イ
ン
タ
ー
線
は
平
成
26
年
完
成
を

目
指
し
て
用
地
買
収
を
行
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
リ
ニ
ア
中
間
駅
と
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
一
日
も
早
く
西
条
・

昭
和
イ
ン
タ
ー
線
を
開
通
さ
せ
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
昭

和
玉
穂
中
央
通
り
線
の
計
画
実
現

に
向
け
、
進
め
て
い
き
た
い
。

近
隣
市
と
の
協
議
は
ど

の
程
度
行
っ
て
い
る
か
。

都
市
計
画
決
定

の
際
、
中
央
市

内
の
施
工
は
市
道
認
定
し
、
中
央

市
で
施
工
し
て
い
た
だ
く
よ
う
協

議
し
て
い
る
。

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
は
、

町
の
活
力
と
魅
力
あ
る

都
市
計
画
に
必
要
不
可
欠
だ
。
道

路
整
備
の
優
先
度
を
上
げ
、
早
急

に
実
施
す
る
考
え
は
。

当
時
、
昭
和
イ
ン
タ
ー

線
の
実
現
を
優
先
し
て

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
県
の

都
市
計
画
課
で
は
、
複
数
路
線
を

並
行
し
て
整
備
で
き
な
い
こ
と
を

受
け
て
お
り
、
昭
和
西
条
イ
ン
タ

ー
線
を
早
期
実
現
さ
せ
、
他
路
線

に
も
着
手
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

昭和町役場



開かれた議会を目指し、住民

の皆さまのご意見を議会活動

に反映させるため、住民の先

頭に立って活躍されている区

長さんと、意見交換会を開催

しました。（要旨のみ掲載）

都
市
計
画
の

バ
ラ
ン
ス
を

（敬称略）

参加者

〈以上12区長・ほか町議会議員〉

（副会長）西条一区 田 中 憲 治
西条二区 依 田 茂 巳
清水新居 保 坂 一 衞
西条新田 塩 田 堯 憲
押　　越 山 田
河東中島 柳 澤 　 保

（副会長）紙漉阿原 武 井 啓 吉

（会　長）

築地新居 中 澤 孝 造
飯　　喰 磯 部 　 洋
河　　西 秋 山 正 巳
上　河　東 杉 原 喜 彦
上河東二区 石 川 重 明

河
東
中
島
区
長
　
町
制
40
周
年
の

折
に
、
都
市
計
画
の
バ
ラ
ン
ス
を

質
問
し
た
い
。
西
条
地
区
が
区
画

整
理
さ
れ
、
常
永
地
区
も
区
画
整

理
が
進
ん
で
い
る
。
押
原
地
区
は

調
整
区
域
で
、
住
み
た
い
人
は
多

く
て
も
簡
単
に
家
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
ず
、
人
口
増
加
も
見
込
め

な
い
。
議
会
と
し
て
公
平
性
を
保

つ
意
味
で
、
町
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

深
澤
克
男
議
員
　
昔
、
西
条
二
区

の
人
口
増
で
分
区
を
し
た
経
緯
が

あ
り
、
常
永
地
区
も
人
口
増
加
を

見
込
ん
で
早
め
に
手
を
打
っ
た
方

が
良
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
た
く

て
一
般
質
問
し
た
。

中
澤
議
員
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
質
問
し
た
が
、
昭
和
町
が

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
地
域
と
な
る

よ
う
当
局
に
言
っ
て
い
き
た
い
。

萩
原
議
長
　
平
成
12
年
に
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
が
作
ら
れ
た
。
常
永
が

短
期
、
築
地
が
中
期
、
中
島
が
長

期
と
い
う
こ
と
で
作
ら
れ
た
。
農

振
地
区
は
、
国
や
県
が
簡
単
に
開

発
さ
れ
て
は
困
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
と
思
う
。
将
来
の
こ
と

を
考
え
、
押
原
地
区
の
開
発
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

田
中
議
員
　
現
在
後
期
の
策
定
を

行
っ
て
い
る
最
中
だ
。
甲
府
地
区

の
都
市
計
画
法
で
市
街
化
区
域
と

調
整
区
域
に
分
け
た
と
き
、
住
民

に
意
見
を
聞
き
線
引
き
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
委
員
会
で
は
一
部
調

整
区
域
の
見
直
し
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

河
東
中
島
区
長
　
人
為
的
に
押
越

や
中
島
に
人
が
住
め
な
い
調
整
区

域
に
選
択
し
た
か
ら
、
人
為
的
に

見
直
し
を
し
て
い
く
し
か
な
い
。

40
年
待
っ
た
が
区
切
り
と
い
う
こ

と
で
、
も
っ
と
真
剣
に
平
等
・
公

平
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

三
井
議
員
　
昭
和
57
年
に
昭
和
バ

イ
パ
ス
が
で
き
た
時
、
都
市
計
画

法
で
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
を

分
け
た
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の

話
が
出
た
と
き
、
開
発
し
な
い
の

な
ら
他
地
域
に
市
街
化
を
移
す
と

い
う
こ
と
で
区
画
整
理
が
進
ん
だ
。

中
島
も
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
条
例
を
定
め
る
と
、

調
整
区
域
の
中
で
も
一
団
地
ま
と

ま
っ
て
作
る
と
い
う
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
法
律
が
で
き
、
町

長
も
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
研
究

し
た
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

清
水
新
居
区
長
　
区
の
工
事
許
可

で
、
議
員
の
判
は
い
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

長
谷
川
議
員
　
土
木
委
員
さ
ん
が

側
溝
の
フ
タ
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
や
、

道
路
を
舗
装
す
る
時
な
ど
、
議
員

の
ハ
ン
コ
を
も
ら
い
に
来
る
。
区

長
と
土
木
委
員
の
印
が
あ
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
。

押
越
区
長
　
以
前
、
地
区
の
整
備

を
議
員
が
知
ら
な
く
て
、
議
員
の

判
も
、
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
議
員
の
な
か
で
検
討
し
て

も
ら
っ
て
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。

清
水
新
居
区
長
　
確
か
に
区
の
こ

と
な
の
で
、
区
長
に
責
任
が
あ
る
。

議
員
の
判
は
必
要
な
い
と
思
う
。

区
の
工
事
許
可
は

座
談
会
の
様
子



お詫びと訂正

長谷川幸博議員
長谷川幸廣議員

前回151号6ページ、請願の紹介議員名に
謝りがありました。

また、4ページの財政健全化判断比率に
ついて当局より修正報告がありました。

実質公債費比率9.7 将来負担比率71.2
実質公債費比率9.6 将来負担比率70.1

お詫びして訂正します。

議員も粗大ごみを視察

犬
の
ふ
ん
害

マ
ナ
ー
を

深
澤
平
助
議
員
　
犬
の
ふ
ん
な
ど

の
件
だ
が
、
町
で
も
ポ
ス
タ
ー
な

ど
設
置
し
て
い
る
。
行
政
も
努
力

し
て
い
る
が
、
結
局
マ
ナ
ー
の
問

題
と
思
う
。
区
の
中
で
議
論
し
、

組
長
を
通
じ
、
末
端
ま
で
話
が
行

き
渡
れ
ば
、
意
識
が
高
ま
る
と
思

う
。
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
よ

う
で
は
ま
だ
ま
だ
だ
。
お
手
数
で

も
区
の
中
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

西
条
一
区
長
　
機
会
あ
る
ご
と
に

犬
の
ふ
ん
に
つ
い
て
話
を
出
し
て

い
る
が
、
去
年
に
比
べ
感
覚
的
に

減
っ
て
い
る
。
放
置
す
る
の
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
会
議
で
訴
え
る
こ

と
で
、
地
域
の
み
ん
な
に
マ
ナ
ー

が
浸
透
し
て
い
く
と
思
う
。
外
国

で
は
、
犬
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ま
で
登
録
し
、

ふ
ん
か
ら
誰
が
飼
い
主
か
特
定
で

き
る
よ
う
だ
。
日
本
で
は
そ
こ
ま

で
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、

機
会
あ
る
ご
と
に
マ
ナ
ー
を
呼
び

か
け
れ
ば
、
減
っ
て
い
く
と
思
う
。

田
中
議
員
　
環
境
保
全
推
進
大
会

で
各
地
区
の
朝
の
粗
大
ご
み
収
集

の
様
子
を
写
真
に
撮
り
、
調
査
を

し
た
。
結
果
、
き
れ
い
に
出
さ
れ

て
い
る
地
区
、
不
法
投
棄
が
さ
れ

て
い
る
地
区
（
テ
レ
ビ
・
タ
イ
ヤ

な
ど
）
、
荷
札
が
ほ
と
ん
ど
付
い

て
い
な
い
地
区
、
事
業
者
の
捨
て

る
ご
み
が
あ
る
地
区
、
前
日
の
夜

に
廃
品
回
収
車
が
資
源
に
な
り
そ

う
な
も
の
を
拾
い
に
来
た
地
区
な

ど
あ
っ
た
。
各
地
区
の
環
境
委
員

さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
マ
ナ
ー

と
い
う
点
で
も
一
緒
に
な
っ
て
や

っ
て
ほ
し
い
。

上
河
東
二
区
長
　
以
前
、
井
戸
端

会
議
で
も
話
が
で
た
が
、
荷
札
が

本
当
に
必
要
な
の
か
疑
問
だ
。
回

収
し
た
と
き
、
荷
札
が
付
い
て
い

な
い
も
の
を
置
い
て
い
く
わ
け
で

も
な
く
、
結
局
持
っ
て
い
っ
て
く

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
荷
札
は
要
ら

な
い
の
で
な
い
か
。
町
で
も
検
討

し
て
ほ
し
い
。

深
澤
平
助
議
員
　
9
月
議
会
の
一

般
質
問
を
傍
聴
し
た
感
想
は
。

西
条
一
区
長
　
個
々
に
そ
れ
ぞ
れ

素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
最
後
に
お

願
い
で
締
め
く
く
る
議
員
さ
ん
が

多
か
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
で
き
れ
ば
そ
れ
は
や
め
て
ほ

し
か
っ
た
と
思
う
。

河
東
中
島
区
長
　
新
人
議
員
た
ち

も
質
問
を
し
て
よ
か
っ
た
が
、
関

連
質
問
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
良
い

と
思
っ
た
。
早
口
で
な
く
、
も
っ

と
は
っ
き
り
と
自
信
を
持
っ
て
発

表
し
て
ほ
し
い
。

清
水
新
居
区
長
　
当
局
と
議
員
と

が
も
っ
と
緊
張
感
を
持
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。
改
選
時
に
、

町
長
か
ら
感
謝
状
を
も
ら
う
の
は

お
か
し
い
と
思
う
。
議
長
か
ら
議

員
と
か
、
町
民
か
ら
議
員
に
と
い

う
の
は
分
か
る
が
、
町
長
か
ら
と

い
う
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

深
澤
平
助
議
員
　
長
年
の
慣
習
で

町
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
議
員
の
中
で
話
し
合
い

を
し
て
も
良
い
と
思
う
。

一
般
質
問
を

傍
聴
し
て

議
員
改
選
時
の

感
謝
状
は

粗
大
ご
み
の
問
題

一
般
質
問
を
傍
聴
す
る
区
長
会



1月20日（金）

2月17日（金）

2月　未　定

上河東二区

築地新居区

西条新田区

紙
漉
阿
原
区
（
第
7
回
）

　開かれた議会を目指し、地域ごとの住民の悩みや

声を聴き、議論・調査・研究を進め、昭和町の住民

福祉の向上と、地域社会の活力ある発展を目指すの

が町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望は結果報告書と

して区長に提出します。すべての意見・要望を満た

すわけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒に

なって課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

10
月
15
日
　
紙
漉
阿
原
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
紙
漉
阿
原
区
民
　
8
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
委
員
長

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
　
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
田
中
博
愛

Q
　
井
戸
掘
削
の
届
出
基
準
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
一
般
家
庭
の
井
戸
設

置
も
届
け
出
る
の
か
。
簡
単
に
掘
っ
て

は
い
け
な
い
の
か
。

A
　
届
出
が
必
要
。
採
取
量
に
よ
っ
て
、

届
出
か
許
可
が
決
ま
っ
て
い
る
。

Q
　
阿
原
踏
切
は
普
段
の
交
通
量
は
多

く
な
い
が
、
対
向
車
が
来
る
と
待
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
踏
切
を
広
げ

る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
請
で
き
な
い
か
。

A
　
上
河
東
二
区
の
横
田
第
二
踏
切
で

も
改
良
を
要
請
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
は

ど
こ
か
の
踏
切
を
閉
鎖
す
る
の
で
あ
れ

ば
可
能
だ
と
い
う
見
解
だ
。
ま
た
、
地

元
住
民
や
利
用
す
る
人
た
ち
の
了
解
を

得
て
閉
鎖
で
き
る
踏
切
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
工
事
費
は
町
負
担
と
の
こ
と
で
、

Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
が
進
展
し
な
い
。

阿
原
踏
切
も
長
い
目
で
見
て
、
町
に
要

望
を
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

Q
　
昭
和
町
に
発
生
す
る
災
害
と
し
て

何
が
考
え
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
配
布
は
ど
う
か
。
災
害
が

発
生
し
た
と
き
、
第
一
避
難
場
所
か
ら

総
合
体
育
館
に
避
難
す
る
の
に
誰
の
指

示
が
あ
る
の
か
。

A
　
地
震
や
洪
水
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
各
家
庭
に
配
布
済

み
で
、
別
冊
で
非
常
時
に
準
備
し
て
お

く
も
の
や
、
持
ち
出
し
物
等
も
掲
載
し

て
あ
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
企
画
財

政
課
で
も
も
ら
え
る
。
第
一
避
難
場
所

か
ら
阿
原
の
指
定
避
難
所
の
総
合
体
育

館
へ
の
指
示
は
担
当
職
員
が
行
う
。



西
条
二
区
（
第
9
回
）

上
河
東
区
（
第
8
回
）

10
月
19
日
　
上
河
東
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
上
河
東
区
民
　
30
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
委
員
長

　
　
　
　
　
　
深
澤
克
男
　
深
澤
平
助

　
　
　
　
　
　
樋
口
敏
夫
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
塚
原
將
司

11
月
12
日
　
西
条
二
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
西
条
二
区
民
　
55
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
委
員
長

　
　
　
　
　
　
中
澤
康
夫
　
遠
藤
辰
男

　
　
　
　
　
　
福
島
正
明
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
長
谷
川
幸
廣
　
深
澤
克
男

Ｑ
　
都
市
化
が
進
行
し
、
宅
地
化
が
進

ん
で
い
る
。
子
ど
も
や
老
人
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
拠
点
に
で
き
る
近
く
の
公
用

の
空
き
地
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
空
き
地
も
少
な
い
が
財
政
面
か
ら

公
用
地
の
確
保
が
難
し
い
。
民
間
と
連

携
・
提
携
し
た
空
き
地
の
利
用
、
例
え

ば
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
な
ど
と
の
連
携
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
具

体
的
な
対
応
を
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
　
避
難
場
所
の
表
示
を
明
確
に
し
て
、

分
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
町
で
も
先
進
地
を
視
察
す
る
な
ど
、

検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　
釜
無
川
や
鎌
田
川
の
氾
濫
の
対
応

は
。
ま
た
、
昭
和
町
で
は
液
状
化
が
心

配
さ
れ
る
。
地
下
水
位
が
高
い
の
で
、

多
く
の
液
状
化
被
害
想
定
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
検
討
、
情
報
の
提
供
と
整
理

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

Ａ
　
大
型
河
川
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
論
で
他
の
市
町
村
よ
り
問
題

が
な
い
と
の
こ
と
だ
。
国
土
交
通
省
の

防
災
担
当
の
監
視
の
指
示
に
よ
る
対
応
。

防
災
マ
ッ
プ
や
、
き
め
こ
ま
や
か
な
調

査
の
必
要
性
も
含
め
方
策
を
検
討
し
、

議
会
と
し
て
も
対
応
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
災
害
で
は
、
消
防
の
人
な
ど
は
消

火
に
専
念
す
る
な
ど
想
定
以
上
に
マ
ン

パ
ワ
ー
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
リ
ー

ダ
ー
の
要
請
、
専
門
教
育
の
備
え
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
防
災
訓
練
な
ど
を
重
ね
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。

Ｑ
　
町
の
災
害
対
策
に
衛
星
携
帯
電
話

を
2
台
（
90
万
円
）
購
入
し
、
1
台
は

庁
舎
に
固
定
設
置
す
る
が
、
各
地
区
や

避
難
場
所
の
学
校
等
に
も
1
台
ず
つ
設

置
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
　
3
月
の
震
災
で
停
電
と
な
り
、
固

定
電
話
や
携
帯
電
話
で
情
報
収
集
が
で

き
な
か
っ
た
。
被
害
状
況
等
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
災
害

時
に
優
先
的
に
使
用
で
き
る
「
特
設
公

衆
電
話
」
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
に
設
置
の
Ｉ
Ｐ
電
話
が
活

用
で
き
る
。

Ｑ
　
放
射
能
の
危
険
に
対
す
る
不
安
は
、

昭
和
町
は
大
丈
夫
だ
と
い
っ
て
も
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
心
配
だ
。
多
く
の
地

点
で
定
期
的
に
測
定
し
、
町
民
に
開
示

し
て
欲
し
い
。
ま
た
井
戸
水
に
つ
い
て

も
定
期
的
に
調
べ
て
欲
し
い
。

Ａ
　
放
射
能
測
定
は
広
域
で
、
県
が
中

心
に
公
表
。
結
果
は
い
ず
れ
も
通
常
の

範
囲
で
、
環
境
省
が
定
め
た
基
準
値
を

大
き
く
下
回
り
影
響
が
出
て
い
な
い
。

井
戸
水
は
甲
府
市
上
下
水
道
局
で
町
内

の
水
質
検
査
を
し
て
お
り
、
震
災
以
降

も
水
質
に
変
化
は
な
い
報
告
だ
。

Ｑ
　
町
の
保
養
所
は
静
岡
だ
け
で
な
く
、

長
野
方
面
と
も
契
約
し
な
い
の
か
。
利

用
者
と
補
助
金
は
。

Ａ
　
利
用
状
況
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。
22
年
の
補
助
金
全
体
は
約
3
7
5

万
円
で
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
7
7
5

人
、
早
川
町
1
0
0
人
、
鳴
沢
村

4
4
9
人
、
静
岡
1
6
3
5
人
。



　
昭
和
町
選
出
の
塩
澤
浩
県
議
と
と
も
に
、
山
梨
県
事
業
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
甲
府
市
中
道
地
区
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
、
米
倉
山
に
建
設
中
の
太
陽
光
発
電
所
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
山
梨
県
と
東
京
電
力
と
の
共
同
事
業
で
、
全
国
有
数
の
日

射
量
の
多
い
地
域
特
性
を
生
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

や
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
地
に
は
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
が
整
然
と
並
び
、
Ｐ
Ｒ
施
設
の
「
ゆ
め
ソ
ー
ラ
ー
館
や
ま
な

し
」
が
建
設
中
で
し
た
。

　
次
に
、
笛
吹
市
境
川
地
区
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
計
画
地

を
視
察
し
、
最
終
処
分
場
が
な
い
の
は
山
梨
県
だ
け
な
の
で
、
今
後

も
山
梨
県
内
27
市
町
村
の
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
、
計
画
地
は
自

然
の
形
状
を
生
か
し
、
極
力
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
法
で
事
業
を
進

め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

町
内
の
施
設
か
ら
新
た
な
発
見

米倉山にあるソーラーパネル

　
昭
和
町
内
の
委
員
会
所
管
の

各
施
設
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

・
ケ
ア
プ
ラ
ザ
昭
和

（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
）

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・
ド
ロ
ッ
プ

（
N
P
O
法
人
パ
ン
ジ
ー
グ
ル
ー

　
プ
ホ
ー
ム
）

・
み
ら
い
フ
ァ
ー
ム

（
障
が
い
者
就
労
支
援
）

・
サ
ポ
ー
ト
昭
和

（
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ

　
ン
タ
ー
）

　
ケ
ア
プ
ラ
ザ
昭
和
は
町
内
初

の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
で
、

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
給

食
を
試
食
し
な
が
ら
、
栄
養
士

の
先
生
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ッ
プ
で
は
障
が
い
児
者

の
自
立
の
現
状
な
ど
、
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
は
障
が
い

者
の
就
労
移
行
支
援
事
業
な
ど

を
行
い
、
野
菜
・
花
作
り
、
販

売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
昭
和
は
障
が
い
児

者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
で
は

各
施
設
の
現
状
や
課
題
を
伺
い
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
委
員
長
 
河
田
あ
け
み
・
記
）

み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
で
説
明
を
受
け
る



エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

17 やまなし昭和町議会 No.152
平成24年1月23日発行

地
道
な
話
し
合
い
と
工
夫
で

　
　
　
　
　
「
売
れ
る
」
直
売
所
を

　
1
日
目
は
、
昭
和
町
で
も
建
設

を
検
討
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所

の
視
察
を
計
画
し
、
愛
知
県
額
田

郡
幸
田
町
に
あ
る
「
幸
田
　

憩
の
農

園
」
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
お

も
な
特
産
物
の
出
荷
状
況
や
施
設

の
組
織
状
況
、
概
要
な
ど
詳
細
な

部
分
も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
説
明
後
、
店
内
を
巡
回
す
る
と

地
域
生
産
者
の
出
店
物
が
入
口
近

く
に
あ
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
注
意

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
2
日
目
の
「
あ
い
ち
臨
空
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
は
常
滑
市
の

セ
ン
ト
レ
ア
空
港
に
隣
接
し
、
愛

知
万
博
の
理
念
と
成
果
を
継
承
し

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
実
証

研
究
を
進
め
て
い
る
施
設
で
す
。

　
ま
ず
始
め
に
映
像
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
体
験

館
で
は
「
見
て
触
れ
て
体
験
し
て

学
ぶ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
Ｐ

Ｒ
ス
ペ
ー
ス
で
詳
細
な
説
明
を
受

け
て
か
ら
、
屋
外
に
あ
る
各
種
研

究
施
設
を
実
際
に
視
察
し
ま
し
た
。

　
集
光
型
太
陽
光
発
電
プ
ラ
ン
ト
、

小
型
風
力
発
電
装
置
、
蓄
電
式
小

型
風
力
発
電
装
置
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
家
庭
用
燃
料
電
池
、
電
気

自
動
車
の
充
電
施
設
の
普
及
に
向

け
た
実
証
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
原
発
問
題
が
叫
ば
れ
て

い
る
な
か
、
早
期
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
視
察
を
、
今
後
の
議
会

活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
（
委
員
長
 
田
中
博
愛
・
記
）

　校庭南側で工事中でしたが、工事が完了すると
地中に埋められてしまうため、区長会とともに議
員13人が現地視察を行いました。東日本大震災後、
地域住民の防災意識が高まっていることから、防
災意識の高揚と、地域町民に周知していただくこ
とを目的に実施されました。
　飲料水兼用耐震性貯水槽とは、災害時に飲み水
を確保するために設置するもので、1人1日3リッ
トルの水を3日間分と、生活に必要な雑用水20リッ
トルの合計29リットルを使え、2,000人分の水が
確保されます。
　通常は、水道管の一部として貯水槽内に常に新
鮮な水が流れ、緊急時には遮断弁が作動し、災害
時の水を確保します。町では、これからも計画的
に順次増設の予定です。

●平成23年12月19日（常永小学校校庭）

耐震性貯水槽の現地視察

　12月議会中の委員会終了後、防災倉庫の備蓄状
況について、現地視察を議員全員で行いました。
押原公園内にある防災倉庫には、東日本大震災後
に防災備品の見直しを行い、新たに各種用品等を
追加しました。今後、各自主防災組織(自治会)に
配布するものもあり、配布前に全議員が備蓄品の
確認をしました。
　議会で実施している井戸端会議の折に、町の防
災備蓄品が分からないとの意見も聞く中での確認
の視察でした。
　参加した議員は安堵する一方、まだ不十分なも
のもあるとの意見がありましたが、担当者から非
常に財政も厳しい時であるが、早急に対応してい
きたいと説明がありました。

●平成23年12月6日（押原公園）

防災倉庫を視察



　平成23年11月20日、県政功績者表
彰式がアピオで行われ、地方自治の
分野で山田　前議員と浅川武男前議
員が受賞されました。
　お二人とも昭和町議会で議長職を
通じ、長年にわたり町政の発展に貢
献され、地方自治の発展に尽くされ
た功績が認められての受賞となりま
した。議会での活動がこの賞につな
がっていったことを大変うれしく思
います。お祝いを申し上げます！

1.資格

2.内容

3.任期

4.定数

5.組織

6.会議

7.申込期日

8.申込先

満20歳以上の町民（ただし、町の行政委員などの
公務に携わっている人および公務員はなれません）

①昭和町議会の本会議や委員会を傍聴
②議会で行うアンケート調査や自主的に
　意見等を投稿
③モニター会議への出席
④議会だより「しょうわ」の閲覧
⑤議会報告会や地区の井戸端会議への参加
⑥その他

原則2年だが再任は妨げない

西条・押原・常永地区各2名、計6名で公募
または議会推薦とします

6名をもって組織する

議長が必要に応じて招集し、会議を開きます

平成24年2月29日

昭和町議会事務局
電話番号（055）275-8842

　昭和町議会では、町民の皆さまから
の要望・提言等の意見を広く聴取し、
町づくりや議会の運営に反映すべく、
議会モニター制度を取り入れ議会改革
に取り組んでいきます。
　この制度は、議会運営に対してご意
見やアイデアをいただき「住んで良かっ
た昭和町」と言える町の実現に努める
ための制度です。



山梨学院大学生と議員で○○○ショップを開催1

第○回、区長と議員の座談会2

議会中、議員が○○公園の防災倉庫を視察3

議会○○○○制度募集します4

空欄に適切な言葉を入れてください。

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」
を記入してください。議会への要望・意見等
もありましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　2月末日　消印有効

151号クイズの答え
① 75　　② 43　　③液状　　④薬物

　平成23年11月2日、第29回山梨県町村議会広報コンクールの表彰式が

行われました。県内の9町村33紙の応募の中から、当議会が発行している「議

会だより しょうわNO.149」が、レイアウトなどの読みやすさと議会活動

に特色があり、先進的な面が審査員から高い評価を受け、3年連続で最優秀

賞を受賞しました。今後もさらなる精進を重ねて、読みやすい広報をつく

っていきたいと思います。
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発
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議
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　萩
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■
発
行
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広
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編
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委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
穏
や
か
に
迎
え
た
新
年
も

早
や
1
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
1
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
皆

様
は
ど
ん
な
決
意
を
新
た
に

辰
年
を
迎
え
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
昭
和
町
で
も
深

夜
ま
で
停
電
が
続
き
、
一
部
の
世
帯
で
生
活
へ
の
影

響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
大
事
に
は
至
ら
ず
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
揺
れ
の
大
き
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、

私
た
ち
も
防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
「
昭
和
町
地
域
防
災
計
画
」

を
見
直
し
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
も
、
住
民
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
2
日
に
行
わ
れ
た
第
29
回
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
3
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
全
員
で
力
を
合

わ
せ
、
昭
和
町
議
会
の
活
動
を
皆
様
に
よ
り
分
か
り

や
す
く
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
三
井
　
猛
・
記
）

　
　
○
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
委
　
　
員
　
　
三
井
　
　
猛
 
深
澤
　
克
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
和
仁
　
石
原
　
高
明

　
少
年
時
代
、
家
族
で
住
ん
で
い
た
東
京
か
ら
、

両
親
の
実
家
で
あ
る
山
梨
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。

父
の
実
家
か
ら
は
、
田
ん
ぼ
・
畑
が
広
が
り
荒
川

の
土
手
ま
で
続
い
て
い
て
、
東
京
と
違
い
自
然
が

い
っ
ぱ
い
。
夏
休
み
に
は
、
と
ん
ぼ
・
ザ
リ
ガ
ニ
・

い
な
ご
・
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
り
に
、
遊
ん
だ
楽
し

い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
（
当
時
、
昭
和
村
清
水
）
。

　
父
が
山
梨
に
転
属
し
実
家
の
隣
に
家
を
建
て
、

東
京
で
生
活
し
て
い
た
私
は
、
東
京
生
ま
れ
、
東

京
育
ち
の
妻
と
結
婚
し
子
ど
も
も
2
人
。

　
母
が
亡
く
な
り
父
1
人
と
な
っ
た
の
で
、
私
の

家
族
が
実
家
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
私
は
単
身
赴

任
で
週
末
、
東
京
か
ら
実
家
に
帰
る
日
々
を
5
年

間
送
り
、
そ
の
後
、
山
梨
に
転
属
。
再
度
単
身
赴

任
で
千
葉
・
茨
城
へ
、
定
年
退
職
す
る
ま
で
7
年

間
過
ご
し
ま
し
た
。

　
定
年
後
実
家
に
戻
り
、
昭
和
町
役
場
に
就
職
。

体
調
を
崩
し
1
年
半
で
退
職
。
現
在
、
区
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
入
り
、
毎
日
、
区
の
会
員
と

練
習
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
温
か
く
接
し
て
い
た

だ
き
交
流
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
国
道
20
号
線
を
挟
み
清
水
新
居
区
は
甲
府
に
近

い
た
め
、
な
か
な
か
他
地
区
と
交
流
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昭
和
町
主
催
や
他
の
大
会
等
に
積

極
的
に
参
加
し
、
他
地
区
の
方
々
と
も
顔
見
知
り

と
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
す
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
通
じ
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
甲
府
市
の
人
口
が
1
人
減
っ
て
し
ま
う
と
言
わ

れ
な
が
ら
、
昭
和
町
に
嫁
い
で
23
年
が
経
ち
ま
し
た
。

昭
和
町
も
こ
の
数
年
で
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
、

便
利
な
町
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
我
が
家
で
は
、
3
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
子
育

て
を
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
地
区
の
様
々

な
行
事
に
参
加
す
る
中
で
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
に
叱
ら
れ
た
り
褒
め
ら
れ
た
り
し
、
地

域
に
育
て
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
も
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
何
か
お
手
伝

い
を
と
思
い
、
5
年
前
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
援
助
会
員
に
な
り
、
地
域
の
若
い
お
母
さ
ん

の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
何
度
か
サ
ポ
ー
ト
し
た

こ
と
の
あ
る
他
県
か
ら
来
て
い
た
若
い
夫
婦
か
ら
、

「
常
永
区
画
整
理
の
土
地
に
家
を
買
っ
ち
ゃ
い
ま

し
た
。
私
た
ち
も
河
西
区
の
住
民
に
な
り
ま
す
」

と
聞
い
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
町
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
誇
ら
し
く

も
思
い
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い
る

町
こ
そ
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
若
い
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
昔
な
が
ら
の
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
に

も
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

河
西
区松

田
　
成
枝
さん

ま
つ

だ

え

ま
さ

父
の
故
郷
に
永
住

子
育
て
す
る
町
・
昭
和
町

清
水
新
居
区

保
坂
　
哲
彌
さん

ほ

さ
か

て
つ

や


